
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１２日の陸上の区内大会を皮切りに、今年度も3年生最後の大会である中体連大会が始ま

りました。3年生はこの大会を目標に、辛く厳しい練習にも耐えて努力をしてきたことと思います。新

型コロナウイルス感染症拡大防止のため、思うような練習もできなかったと思いますが、納得がい

く結果を残すことができたでしょうか？先生は、毎年、中体連大会を終えて、指導していただいた先

生方が朝の職員室で結果報告とともに述べる感想をとても楽しみにしています。その一言一言から、

先生方の部活動生徒の皆さんに対する愛情はもちろん、生徒の皆さんが今まで積み重ねてきた努

力の様子も感じられるような気がするのです。また、保護者の皆様のお力添えなくしては、成り立た

ないのが中学校の部活動です。生徒たちには、今まで指導していただいた先生方、支えていただ

いた保護者の方々に感謝の気持ちを持ちながら、部活動から学んだことを日常生活へ生かしてい

ってほしいと思います。 

3年生はここで部活動を引退し、「受験」という新たな目標に向かってスタートを切ります。ここか

ら先は自分との戦いになります。負けそうになる時、くじけそうになる時もあるかもしれません。しか

し、そんな時には3年間頑張ってきた部活動の日々を思い出してほしいと思います。これからは、日

常生活の中で、今まで部活動の中で培ってきたものを最大限に発揮し、一歩一歩自分の道を切り

開いていくことを期待しています。夏休みの活動期間は短かったですが、皆さん一生懸命に部活動

に取り組んでいました。文化部の生徒の３年生の皆さんはまだ活動が続いている人もいます。最後

まで、頑張ってください。今後、中体連、中文連等の大会・コンクールの結果は校内に掲示します。 
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１学期終業式 学校長式辞 

おはようございます。いよいよ１学期の終業式を迎えました。1年生は、中学校生活に慣れながら

の行事や部活動へ取り組み、大変だったでしょうが、よく頑張ったと思います。２年生の皆さん、生

徒会や部活動は２学期から２年生に引き継がれます。そして、２学期、３学期と、先輩から一つ一つ

受け継ぎ、最上級生になる準備を着実にしていかなければなりません。3年生は修学旅行が２学期

に延期になりました。しかし、毎日の生活や部活動、生徒会活動で、「さすが3年生だな」と感じるこ

とが多い学期でした。それぞれの学年で、今やるべきことを自覚して行動し、さらに上を目指して、

頑張ってほしいと思います。 

このあと、担任の先生から1学期の通知表が手渡されますが、そこには皆さんの1学期にわたる

努力と成長の証が記録されています。1学期の学習への取組をしっかりと振り返り、2学期に結び

付けるとともに、振り返る中で、これからの進路や将来の夢につながるヒントをぜひ見つけてくださ

い。 

これから夏休みに入ります。3年生は高校入試という壁と本格的に向き合うこととなります。大き

な目標に向かって粘り強く取り組んでください。1，2年生も苦手教科の克服や、部活動などで自

分なりの課題を設定し、「今できること」を積み重ねてみてください。 

暑い夏、体調管理には十分気を付け、有意義な３６日間を過ごしてください。今から、１学期のま

とめをプレゼンで流します。それでは、８月2６日の始業式、成長した元気な皆さんと会えることを楽

しみにしています。これで、先生の話を終わります。 

 

 

 

９月６日（月）に全校一斉でシェイクアウト訓練を行いました。地

震が来た時にすぐに身を守る方法です。今までもやったことがある

と思いますが、毎年確認することが必要です。放送の指示で、まず、

身体を低くして、次に机の下に入ります。そして、先生の指示がある

までじっとして動きません。この訓練をしっかり行うことができました。

校長先生はいつも勉強や遊びに一生懸命頑張ってほしいと思って

いますが、このような『命（いのち）』を守る訓練（避難訓練なども

同じ）には真剣に取り組んでほしいと思います。ふざけたり、おしゃ

べりをしたりしては絶対にいけません。何度でも行います。みなさん

の『命（いのち）』に関わることは先生方も真剣に話をします。しっ

かり取り組んでください。」どの学級も一生懸命に訓練に参加した

と思います。この訓練が生かされるように日頃から防災について関

心をもちましょう。 
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シェイクアウトとは、アメリカ合衆国で始まった地震防災訓練のことです。日本では「一斉防災訓

練」と訳されています。 

地震が発生した時に、あなたはどこにいるかわかりません。家、職場、学校または旅行中かもし

れません。その時どのように行動するかによって、次の地震が発生した後の私たちの人生を大きく

左右します。 

シェイクアウトは、地震の際の安全確保行動1-2-3「まず低く、頭を守り、動かない」を身につけ

る機会です。さらに、シェイクアウトは自分自身、地域、学校が、職場などの組織が、非常時対策の

見直し、防災グッズを確認、ケガを防ぐための身の回りの安全対策をとるように促すことも目的とし

ています。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
＜校訓＞ 
自主 
創造 
協力 
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２０２１夏を振り返る～感動をありがとう～ 

９月６日 シェイクアウト訓練実施 



安全確保行動1-2-3「まず低く、頭を守り、動かない」を実施することがなぜ大切なのでしょ

う？いざという時にすばやく反応するためには頻繁に練習を積んでおくことが必要です。地震発生

時、激しい揺れに襲われるまで、または何かが落下してくるまで、自分の身を守るためには数秒の

猶予しかないかもしれません。いざという時に備えておくためには日頃の訓練が必要不可欠です。 

●あなたが室内にいる時に地震が発生したら、その場で安全確保行動1-2-3「まず低く、頭を守

り、動かない」を実践しましょう。まず体勢を低くして地面に近づきましょう。（強いゆれであなたが

倒れる前に！）次に、固定されたデスクやテーブルの下に入り、頭を守りましょう、頭を守るものがな

い場合は、腕や荷物を使って、頭を守りましょう。そして揺れが止まるまで動かずじっとしていましょ

う。揺れがおさまり屋外に出ても安全上問題ないと判断するまで室内に留まっておきましょう。ビル

の大半は、その場で留まっておいたほうが安全です。 

地震のゆれ自体でケガすることはめったにありません。地震による死傷例の大半は家屋の倒壊

や、ガラスの破片や落下物が原因です。安全な場所へ避難しようと長距離を移動することによりケ

ガする例がもっとも多く、避難の際の移動距離を最小限に留めることがとても重要です。地震がく

る前に一度周りを見渡してみてください。家、職場、学校などの屋内で、どこが安全な場所かを確

認しましょう、そうすれば、いざ地震が発生した時に素早く行動に移せ、に素早く安全な場所へ移動

するよう反応できることにより、命が救われます。 

 

 

 

台風、高潮、津波、地震等の災害についての認識を深め、それらの災害に対処する心構えを準

備するためとして、1960年に制定されました。また、1982年からは、9月1日の「防災の日」を含

む1週間が「防災週間」と定められています。9月1日という日付は、1923年9月1日に発生し、

10万人以上の死者・行方不明者を出した『関東大震災』に由来しています。 また、気象庁の「気

象統計情報」（以下グラフ）によると、台風の接近・上陸は8月から9月にかけて多く、制定の前年

である1959年9月には、5,000人を超える死者・行方不明者を出した『伊勢湾台風（1959年

台風15号）』が襲来しました。このことから、この時期は防災について考えるいい機会といえます。 

「防災の日」及び「防災週間」では、全国各地で防災訓練や防災意識を高め、防災知識を普及・啓

発するための行事等が行われています。この機会に自分の周囲で起こる可能性がある災害や、身

の回りの危険な箇所、また避難場所や避難経路等を確認して、災害にしっかり備えましょう。 

 

 

９月１日は「防災の日」です。 


